
鹿児島県奄美大島の植物

昭和2 年 8 月7 回
大島古仁屋にて、御召艦にまゐり聖上陛下に拝謁を
賜わる。陛下に御自にかける植物の実物標本と分布説
閉書とを携帯し、陛下澗上陸中に陳列を了し、風はげ
しければ標本の上には布を猿り叉新聞紙をはる。
やがて陛下は甲板上に成らせられ、陳列品につき熱
心に御覧になった。夜、我は持参したる分布地図と説
明書二通とを以て陛下に対し説明を申上ぐ。
聖上陛下奄美大島行幸の際御前に於て説明申上げた
るもの
/  
説明書
@ 樋物地理より見たる奄美大島の植物と屋久島及種子
島の植』勿
奄美大島植物はf中制E以南の暖地分子を保有すること
多く、しかも其顕著なる横物が広島を此限とする事実
は奄巽大島植物目録並に附属統計表によって之を認む
るを得べし本島が琉球主宣物区系の境界践に近きをあ
らわすものなり、且つ十島中の宝島、小宝島に共主要な
る分子を存することは之が植物区系を考察する上に於
て看過すべからざる事実にして動物の分布ことに腿虫
類のそれを参照して考ふべき問題なり。明治中期の採
集者の記録及踏査者の実験談によれば宝島に大島植物
中の沖縄分子として P クキクマツあり、アダシあり、
ヤシパJレセシニニ' / - ' j - ヲあり. アカテツ、ハマイヌピハ
クスノハガジハ、モ y パノキ、ミツノ{ . / . ' "マゴヲ、テ y
ノクメあり、叉νロパナミヤコグナ、スナヂ等あり此
等の片鱗によりても此島の奄美太島と区系を同ふする
ことを知るべし。宝島の地に位する悪石島には、日本
窓土の植物区系に隠するクロマツを産するを聞けど朗
かならず。

団代善太郎

て屋久杉を以て名ありモミとツガとが多く且つ発育の
頗るよろしき屋久島は本土と積物区系を問ふするを知
るべし、ソテツの産が大島と屋久島及種子島とに共通
するは未だ美何故なるやを詳かにせず。
我西南陵地に於けるホ誌の主なる要素たるカνの類
は、クラv ロガジとホッパクラジロガνとの共通する
ものを除きては屋久島、種子島に産する本土の分子は
大島に至りては全く跡、を絶ち新に別種を産せり、コナ
ラ、ナラガνハ、カジハ、クムクヌギも種子島、若
くは屋久島に止まる。なほ額縁の近き植物の両者聞に
於ける相異を比較すれば、エノキはリクキクエノキと
なり、ヤマグハは、νマグハとなり、マJレぷクツギは
オホtノマクツギとなり、クロキは P クキワクロキとな
る。屋久島と土佐とに産する異型大果のオニクロギは
大島に及ぼず、叉、カクプはカヂノキとかわりジヤν
ヤy ポはギイマとかわり、コパノトネ 9コはνマタゴ
とかわり、ハマアずミはジマアグミとかわり、ヤマヒ
ヨドリパナはνマヒヨド Pパナとかわる、屋久島及薩
摩の紫毘山とに分布せるタカネνマセシニシずヲは奄
美大島に及ばず、ヤシパルセシニシチクの外二種の研
究を妥すべき種類これに代り、屋久島より目肉豊後及
土佐に亘りて産するνマナクラn . ' / ピも奄美大島には
及ぼず、奄美大島には特殊のオホV マガシピを有す。
ムラサキジキブの類は南より分布せるヒロハムラナキ
νキプ( オホムラナキV キプ〉を除きては屋久島、種
子島を共通するものなく、却て奄美大島にはオホνマ
ムラナキを有す。本土のヅノレマナキが屋久島、種子島
になくして奄美大島にてはトグミツノレマナキにかわ
り、コノミノクロヲメモドキが同じく Pヲキククロクメ
モドキにかわり、ヤマツ、ジがケラマツ、ジにかわる
事実は本土と奄美大島との区系の相異を示すと共に種

更に屋久島種子ク島の指物を見れば、日本内地の植| 子島及屋久島の樋物の本土とは多少の相呉をあらはす
物要素は殆んど比両島に止まるを知る。植物発生史に| を知る、ヤマフヂ、フジの共奄両島になき事実も之を
於て平くも発達を遂げたる裸子植物の分布を調査すれ| 証するに足る。
ば、内地より両島に豆りて産するクロマツ、アカマツ| ヤマガキ、ハギ及マノレパハギ、九州特有として知ら
は全く大島になく之に代るにリクキクマツを以てし、 | る、ツルカクゾの種子島及屋久島にありて奄美大島に
叉タネガV マゴエフは屋久島、種子ケ島特有の珍種な| 五ばざるは屋久島及種子島が九州、! と密接なる関係を有
り。此事実は奄美大島群島が平くも屋久島. 種子ケ島| しに美大島と植物区系を異にする卑近の突例なり。
及び本土と分離したるに因すべく之により区系の相呉| 種子島、屋久島、飯島にあるツクνずクラが大島に
を認むべきなり。 Iあり〈註四字不明〉として知らる L も英果して野生なり
叉、スギとモミとが日; ; I ; ; の固有届物たりツガを我国| や否やを確むる能はさ「れば美分布を論断する能はず。

南部山地に於ける木本の主なる要素とする点より考え l 其他に分布上の連絡を有する植物を有し、しかも共
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南限たるは上記の実例を説関するものなり。 沖縄以南に産する注意すべき暖地植物の京県によく
屋久島I'C.ヒメνヤラノキ、ヤハズアデナ牛、ガクク| 発達するもの L 北限に就きて述ぶれば奄美ブミ島縞物自
ツギ及珍奇なるオニグロギ、ヅJレ" ' 7 ' : / リヤクを有する| 録の終尾に附したる統計表にあらはれたる在日く、顕著
ととは、屋久島が九州、四国、近畿の外積地方を連絡せ! なる陵地分子は多くは奄美大島に止まり、余勢僅にひ
る特殊の分布系統中に属するを知るべし。 1 いて屋久島種子島に及びこれより以北は漸くその数を
ツノレ"'7 ':/9 ャクは屋久島を除きては、大和の吉野に 11威ずるもなほ木州中部に達するもの少からず、之は地

之を産するを知るのみ II J i I D 時代に於ける気候の交替により南北の聞に往来せる
屋久島の頂上には、タカネヒカグノカヅラ、マシネ 1 : 最後の変化を保存するものなり、而して往々進存援地
ジスギ、ヒロハゴメススキ、ミヤマヌカボ、マヒヅル| 帯と誌むべきものあり。
ナ夕、イノサバ、タカネママコナ、タクヒレ y 一種| 屋久島及種子島に止まる代表的分子は、ガジュマル
等の寒地位植物あり叉、アカνデ、ヤνヤプν、コハ| にして、クチトベラ、ツキイグ、イボタクチギ、モダ
ヲチハカへデ、ヤマポクν等の山地植物あり京州中部| マ、カキパカ y ユノキ、ヒメムラナキ、イソマツ等之
以北との関係を見るべき植物を産するを珍とす。なほ| に伴ふ。
屋久島には特殊なる植物の箆遼あり、ヤクνマチャボ| 九州に於けるへゴ分布の区域は薩摩及ブミ隅にありて
ゼキνヤ夕、ヤクνマヒメアリドクνラy、ヒメクマ| は外海に沿ひたる地と箆児島湾側とによりて多少英髄
ノアνガ夕、ヤクνマカラマヅ、ヤタνマト 3アννl 囲を異にするもほぼ同緯度の地にあり。島畷〈飯島、
ヨクマ、ヤタνマブクロ、ヤクνマリシダク、ヤタν| 五島の福江島〉にありては精北方に位せり。ソテツの
マνホガマ、カタモリサク一種ヤクジマダケ、アヲツ| 分布範囲亦同じ、メヒ Jレギ此に産しアコクは頗るよく
リパナ、ヤクνマイソノキ、 νヤクナシガγピ、ヤク| 発育す、此地域は九千1¥体土にありては陵地分子を包綴
νマホツツジ、アクνパモドキ、マルパミヤマνグ[/1 すること著しきを以て名ある地方にして、サクラツ、
等英例を見るべし。 1 ジ、 νマクリノキ、フカノキ、ギヨポグ、カクテニツ
由来北方分子の九州に侵^ する経路に三つあり、一| タイ、サクララシ、グツタ夕、グハズイモ、や L地方

は中国をへて北部に来るものにして英数最も多く広< 1  I ' C . 及べる、アデ夕、ボンテ y グワ、ツルモク 9 ':/ク
中部に分布するも、以南に及ぶは稀なり、二はi磁lよ| ヲ、アカミノヤプガラν、サツ"'7-ff"':/キライ、ヤマデ
り四国をへて南部に来るものなり、英数精少なし、一. 1 キ、タニワタ P ノキ、' へツカニガキ、ツグモテ及び島
ニは共通のもの多かるべし、三は鮮満地方より分布す| 慣にありては更に北に及べる、カクi/'/クヤク、フヨ
るものにして英数更に少なく大抵は中部に止まるも海 j 夕、ナタヲνノキ、モクνイV 、ギヨνγクヲ、 ミヤ
岸線、に治ふて南下するものあり四園、近畿にも及ぶ。 1 コジマツヅラフヂ、ヤマゴy ニヤク等を数ふべ〈、グ
屋久島に^ る地方分子の経路は前に記述せる特殊の山 |γパイヒルガホも此区域によく繁茂し之より以北に及
地分布系統より考へて近畿、四圏、九州加東南部を連| びて豊後南部、平戸島、対島、共他に存するも、薩摩
ねたる外帯よりせるを察すべし。阿久根、日向青島にありたるは痕跡をも失ひたるが如
以上の記述によりて奄美大島と屋久島及種子島との| し。以上列どの縞物は島l嘆に於ては北するに随って漸
植物区系の相違は判然たるものあり而してなほヒメカ 1 < 英数を霊長ず。
カラ、ヒメヒサカキ、 νマクリカへデを屋久島と奄美| ヤツコサワ、キイレツチトリモテ、リクピ y タイ及
との双方に産するは、何故なるか、叉、ヤマグノレマ、 | ぴノアチガホはへゴよりも北に及びノアナガホf ' i 西に
νラキヤマパク主/ が両者に豆りて産せる害実は之を報| 串木野、五島の福江島東は豊後大島に逮す、ヤツコサ
何に考ふべきか、 νマイハクチハを奄美大島に産する| クは四国 C土佐幡多郡八東村〉にもあり。タナマルハ
は何故なるか、此等は何れも八重山列島に分布上の連| チ〈へゴ科の〕産地之に接近す。号、サマノレハチは記'IH
絡を有するものなれば夙に支邦中部との関係により由| 九木に及びリクピ Y タイけ、記伊、伊勢、伊豆にも及ぺ
来したるものにはおらざるか。果して探らば奄美大島| り。
とそ屋久島にも産せざるオホνマクサアヂナヰを産す| 之より北に分布する代表的援地の分子はピラ夕、ア
る理由も想像するを得ぺし。屋久島には羊歯類よ〈発| ゴ夕、にしてタチパナ、ナギ、ハマナツメは之とほぼ
育し台湾と共通するもの多きは胞子子の伝癒しやすき形 1 相伴ふ共に東西の制馳方に発達するも地形と街流と
質によって生じたる現象なるべし。
@ 回本植物区茶中の暖地代表縞妨の分布

の影響によりて対省的ならず、アコクは西より北にの
び之を産し平戸島、 〈大島及附近の諸島にも及ぶ腐島

言主 クナマJレハデは其後昭和9 年8 月三重県大杉谷魚使飛の山にても国代之を見出せり

- 1 5宮ー



と英対岸とに止まるも、ピラヲは更に進みて玄海の沖| 肉、阿久狼肥後天主主の富岡にあり。タヌキアヤメは西
ノ島に及ぺり。九州の東側に於てはピラクは、豊後.71< 1  j塗ことに川内、阿久根の地方に多く五島の福江島に及
道を英北限とし土佐伊予の対側に点々痕跡を止めた| ぺり、志布志中学校構内にあるは自生なりや否やを明
り、アコタは更に土佐の仰角を縫ふて東北に進み徳島| かにせず。クロイグは天草、措江島にあるも九判、体土
市附近に及び英対岸氾伊の日高郡にも之を産せり。タ| に及ぼず、アスター属一窪、種子島に産するものは字
わけは南部に多きはいふまでもなく間断海地方の| 久島にも産し、イソノギクは沖織より対薦、九州、l、中
諸島に多く産し摘の小戸の古品容を存する宮崎には主曙| 固に及べり、ダシギクは、飯島及び本土の之に対する
に散点するにすぎざるも豊後南部にはかなり多く佐賀| 串木野より五島及肥前外海治岸に及び対馬に遠せり、
関にもあり、とんで園東半島の一部に及ぶ、ナギは東| ヵ y トラノヲは桑島( 十島のうち〉と飯島とにあり、
商とも同一区域に散点するも稀な仏大京曜日山の産| 夙に欧州の学者に蒐集せられライデシの踏襲館に之を
異例に属す。ハマナツメは同一区域の外海沿岸の地に| 識するは驚くべし。叉ナツマノギクは、我聞の鉱島、
散点するのみならず内海地方にも及ぺり。ハマセシダ| 野間半島及串木野の地にζれを見るのみ珍種なるが前
人ハカマカヅラ、ハハマナタマメ、ホソパワダシ亦| と同じくライデγ賭奨館のJ J fl鼓品によりてその郷土は
北限を同ふす。 I rジヤワJ なることを知る。
九千Nに於ける比地域内に産する陵地1齢憾にて注意| ノヂギクは九千トlの東西両海岸に対的' 的なるも内部に
すべきものはヒゼ Y マユミにして喬木をなすを珍と| スるは珍らし、酋は肥後の日奈久まで純型を見、責駄
す。明治38年項目巴前の訣平成山に於て発見せられ大正| 辺にはこれと V マカシギタとの雑種とみるべきものあ
10年より 11，. 2靴亘り豊後南部三、四の島鰍び豊| り、東は豊後水道机り園東半島に及び進んで周防と
前宇佐の繭院内村の社地に之を産するを知り九州、lの東| 播藤とにスる大分別府閣の高崎山麓のものは雑種の如
西岡緯度の地に分布する事実を明かにせり。 I き形質あり叉伊予より南して土佐の中部に及ぶ。九州

ラガシ l  
大正12、 3年に亙り沖縄島の拝所に之を見出すによ| の東海岸乃至四国紀伊に偲して分布す例なきにあら
り、その九州に分布するは沖縮樋物の北漸するものな
るを知る。之を筑前玄海のJ中の島に見出すは意外な
り、街1 ' $ の島には、ナタヲνノキの大樹より、ユスノ
キの樹林ありカクνワクヤクあり、ミヤコジマツ f ラ
フヂあり、オホタニワタ Pあり、カクνククヤクは東
は日向南部の島艇に止まり習は南躍の地及飯島に及ぶ
も更に進みてこ L に産するは四函海を麗らし原始林の
よく保存せらる L がためなるべし。ナタヲνノキは島
峡地方より北し大隅の肝属半島、薩摩の紫尾山、鼠
島、五島平戸の二小島を経てお爵とこの島とに及ぶも
のなり、日向に産するや否や聞かならずオホタニワタ
Pは東は日向にあるも人為の駿演によりて発育よろし
からず、詰己伊の南部の島映にはなほ之を産する所あ
り、 f中の島における発育は島唄地方に於けるものと殆
んど異る所なしといふ。此の如きは激流の主主響と見る
べし、筑前J中の島が山跡の絶体保存を持続するは邦内
無比といふぺく暖地位植物の集団地として志布志湾内
の組組島〈ピラヲに混生する多くの援地性植物を有す〉
と南北好一対なり。
九千Nの西海岸はのみ偏して分布するものにはナタヲ

ず、アヲギ Pの豊後南部及皇室戸岬等に及び、スナジマ
メの土佐? に産し、タイキγギクの土佐紹伊等に産する
は此例なり、 νホギクの土佐、紀伊に産するは分布の
経路を立凶可に説明すべきか。
由来事長地性植物の存在する訴を集群をなすを常と

す、前a記の沖の島志布志、者同E島と佐多岬、青島等は
菜箸例なり、九チl慌部は肝属半島、高慢山、都刑判
り池津、鵜戸ー幣の地、日量境界附近の地より、佐賀
関に至るまでには仰角、祖議、島i畷等に笑群の見るべ
きものあり就中盤後南部の深島、黒島、津久美島には
: 官トの援地位植物あり。佐賀関にお汁る伊予の三崎半
島亦注意すべきものあり、豊後水道以内には区地性植
物の種類を獄じ発育の程度を異にするも、島艇のi l i l Iv置
の街にあたる所になほ見るべきものあり、安芸芸周防の
浴岸並に島峡に陵地性植物のや L 多きはその影響なり
といふべし、長問、局防の沿岸並に島艇に暖地位槌物
更に多く英発育旺盛なるを見るは関門海峡より^ る潮
流により淡路の南部、播醸の地に暖地位槌物の多きは

至るの地、室戸岬其他土佐阿波沿岸の地と紀伊の南部
νノキの外数種の注意すべきものあり、アヲモジは| には所々に暖地性植物の集群を見更に東海地方に及
rv - ヤワ」より肥前に分布し薩摩にあるも大隅に及ぼ| ぶ。
ず、コクテシギ亦比例に属し長崎F付近に及びナシパ::/1 九州西部につきて述ぶれほ、山川、指宿地方より^
キプνは筑前に及べり、ハマヂシデヤヲは島喫をった| りて、鹿児島地方には暖地性積物集若手のよく保存せら
ふて北し五島に多く叉よく発育せり、薩摩の阿久根、 |る L ものあり、接必: 地方、枕崎地方より野間半島地
問後天草の宮間にあり、タヌキアヤメは西薩ことに)11 I  : 方、串木野地方、岡久根出71 < の地方に接続し℃緩場怯

同 1 6 0 -



し、天主主島の外務側ことに多し。
なほ西部には五島平戸の諸島に暖地位縞物集団地の

注意すべきものあるは、いふまでもなく、肥前西部よ
り北部に亘りても点々に進存するものあり、北部伊万
塁湾地方には意外の発達を見る、黒髪山に陵地位組物
の多きは其余勢と云ふべし。壱眠並に対島の南端とこ
れより以東の地もこれに準じ長門に至りては発育更に
よろしきを見るは沖ノ島を洗ふ潮流の影響といふべ
し。
此地遺存E草地待と認むべきものにユノミヰ、νダを産

する薩隅二、三の地、日向五箇瀬川中百十却方、記伊の
温泉地方、 νマテ y ツ0 ¥ ¥ - を産する対局、豊後、肥後、
肥前の温泉地方、モエジマνダを産する別府及球磨川
中流の地方、ミズスギを産する温泉地方の山地の如き
是なり、ムカデラ y の各地に散在する如きも亦比類と
認むべきが在日し。

明; 物の集若手を見る. 紫尾山は護摩北部の重鎮にして速
く海を隔て L 飯島と相対し共に暖地f盟参縞物の宝庫な
り、 「コバフy ギ」あり、タネガνマセ y ニシチクあ
り、ナタヲνノキあり、カナメノキあり、リクピ Y タ
イのアト数種の暖地位羊歯あり、これを鴎れる川内川流
1伐にはデスヂノ日あり、クハレνダあり、ツクνムレ
スズメあり、之に接続せる山地と薩HE . 境界山脈を越え
て球関l陥織には 3 クキクガネプあり、此地方一緒は
遺存綾地借と認むべきが如く球磨! } ' ! 瀞或にはなほジマ
パライナゴを産し注意すべき陵地位草木を見る。島原
半 'bにはチスヂノ pあり、 νマパライチゴあり、ノア
サガホあり、 「ヤマデキ」あり、ヒゼジマユミの多き
談平成山にはヤマヒハツあり、ミナホノキあり、 V ロ
V ヤクジャクあり、相続れて目巴前藤津郡叉はホソパν
ヨリマあり、共他有明湾沿岸の地筑前、筑後、天主主島
に亙りて陵地性植物の分布を見るは偶然ならざるぺ
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